
財務諸表に対する注記

1.継続事業の前提に対する注記

継続事業の前提に対する注記疑義はない。

2.重要な会計方金十

(1)当 期から「公益法人会計基準」(平成20年 4月 11日 平成21年 10月 16日 改正 内閣府公益認定等委員会)を採用して

いる。

(2)固定資産の減価償却の方法

有形固定資産・・・定額法

(3)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税込み方式によつている。

3.基本財産及び特定資産の増減及びその残高

基本財産及び特定資産の増減及びその残高は、次のとおりである。

科  目  1前 期 残 高 1当 期 増 加 額 1当 期 減 少 額 1当 期 残 高

基本財産       | _________― ― 一一一
1                1小 計 |     |            |

―一― ― ― 一 一
― ―・
‐一―― ―――一 ――

 ‐―‐ヒー _____― ―一
―トー
 ーーー ー  ーーー ー

特定
辱覺営資
庁
積
ず
産「_器

需 |―_量』;器‐ ぢ 蘊 :1_量輩豊出――――――一一―一一―一面び「
~~~~面
画面合 計  1    13,930,747     2,460, 15,210,000

4.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
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5, 固定資産の取得価額、減価償去口累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりであるc

科
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取 得 価 格 1減 価 償 却 累 計 額 1当 期 末 残
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6.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

前期末残高1当 期 増 加 額 | 当 期 減 少 額 1当 期末残高
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